
《
研
究
ノ
ー
ト
》

テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
イ
ギ
リ
ス
の

北
東
航
路
探
険
に
関
す
る
一
考
察

　
第
二
は
、
北
東
航
路
探
険
の
実
際
の
動
向
と
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い

て
で
あ
る
。
そ
の
際
、
従
来
の
通
説
の
よ
う
に
同
探
険
の
困
難
性
・
悲
劇

性
を
の
み
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
積
極
的
に
再
評
個
し
て
み
た

い
。
併
せ
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
の
ロ
シ
ア
訪
問
に
つ
い
て

も
一
考
し
て
お
く
。

二
　
北
東
航
路
の
探
究

（123）研多冠ノiト

伊
東
秀
征

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
本
裕
的
な
海
外
進
出
事
業
が
、
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
〕

東
航
路
探
険
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ユ
ー
ラ
シ
ァ
大
陸
北
辺
を
迂
回
し
て
カ
タ
イ
ヘ
到
達
す
る
新
航
路
開
拓
を

め
ざ
し
た
同
探
険
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
断

じ
難
い
。
北
東
航
路
探
険
を
実
施
に
導
い
た
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
経
済
事
情

　
（
2
〕

を
除
き
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
な
り
て
こ
な
か
っ

た
。
　
従
っ
て
、
こ
の
研
究
史
上
の
不
足
を
補
う
意
味
で
、
本
稿
で
は
以
下
の

諸
点
を
中
心
に
考
察
し
た
い
。

　
第
一
は
、
北
東
航
路
探
険
を
理
論
上
可
能
と
し
た
同
時
代
人
（
犬
航
海

期
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
の
地
理
観
念
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼
ら
は
カ
タ

イ
さ
ら
に
は
ユ
i
ラ
シ
ァ
大
陸
北
部
を
い
か
な
る
地
域
と
し
て
把
握
し
て

い
た
か
、
こ
の
解
明
を
通
じ
て
同
探
険
を
め
ぐ
る
背
景
の
一
断
面
に
触
れ

て
み
た
い
。

　
1
、
背
景

　
カ
タ
イ
に
対
す
る
同
時
代
人
の
憧
慢
は
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
口
の
『
東
方

見
聞
録
』
の
強
い
影
響
下
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
訪
間

を
熱
望
し
た
同
国
の
大
都
市
カ
ン
バ
ル
ッ
ク
（
大
都
）
、
キ
ン
サ
イ
（
杭

州
）
に
関
し
て
、
同
書
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
－

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
。

　
「
こ
の
首
都
で
見
受
け
ら
れ
る
程
珍
奇
高
価
な
商
品
が
も
た
ら
さ
れ
て

く
る
都
市
は
、
世
界
中
捜
し
て
も
他
に
あ
る
ま
い
。
宝
石
、
真
珠
を
筆
頭

に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
稀
親
の
物
貨
が
イ
ン
ド
か
ら
将
来
さ
れ
る
し
、
カ

タ
イ
を
初
め
そ
の
他
の
諸
地
方
に
産
す
る
審
修
品
も
こ
と
，
こ
と
く
こ
こ
に

も
た
ら
さ
れ
て
く
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ぱ
、
日
々
カ
ン
バ
ル
ッ
ク
に
は
車

一
千
輔
に
車
載
し
た
絹
糸
が
持
ち
込
ま
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
カ
ン
バ
ル

ッ
ク
の
住
民
が
そ
れ
を
材
料
と
し
て
織
造
す
る
金
欄
、
絹
布
の
量
は
莫
大

　
　
　
（
ヨ
）

な
の
で
あ
る
。
」

　
次
に
「
間
違
い
も
な
く
世
界
第
一
の
豪
華
・
窟
裕
な
都
市
」
で
あ
る
後

者
に
つ
い
て
。

　
「
市
が
立
つ
．
こ
と
に
主
要
街
区
は
ど
こ
で
も
、
舟
箪
に
食
糧
品
を
積
み
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込
ん
で
や
っ
て
来
た
商
人
と
市
民
で
満
ち
あ
ふ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
貨
物
が
売

り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
に
こ
の
市
で
売
買
さ
れ
て
い
る
莫
犬
な
食
糧
、

肉
、
香
料
そ
の
他
各
種
の
品
物
の
中
か
ら
一
例
を
取
っ
て
み
る
と
、
（
中

略
）
キ
ン
サ
イ
市
で
毎
日
消
費
す
る
胡
淑
は
、
何
と
驚
く
な
か
れ
実
に
一

荷
二
二
三
ポ
ン
ド
入
り
の
も
の
四
三
荷
に
も
上
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

（
4
）

る
。
L

　
と
こ
ろ
で
、
依
然
と
し
て
『
東
方
見
聞
録
』
の
記
述
が
権
威
を
保
ち
得

た
背
景
に
は
、
ル
ネ
ヅ
サ
ン
ス
期
地
理
学
の
限
界
と
い
う
問
題
が
存
在
し

て
い
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ァ
犬
陸
北
部
に
関
す
る
同
時
代
人
の
地
理
観
念
は
甚

だ
駿
味
で
あ
り
、
カ
タ
イ
は
中
国
の
北
辺
に
位
置
す
る
文
明
国
と
仮
想
さ

れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
現
代
人
に
は
信
じ
難
い
が
、
：
ハ
世
紀
半
ぱ
頃
か

ら
中
国
で
布
教
活
動
を
続
け
て
い
た
当
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
達
で
さ
え
、
一

七
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
カ
タ
イ
と
中
国
が
同
一
国
の
異
称
に
過
ぎ
な
い

こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
程
で
あ
り
、
例
え
ぱ
、
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
切
っ
て

の
才
人
ジ
目
ン
・
デ
ィ
ー
の
算
定
に
よ
れ
ぱ
、
カ
ン
バ
ル
ヅ
ク
は
北
緯
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

五
度
、
キ
ン
サ
イ
は
北
緯
四
六
度
の
地
点
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
五
四
九
年
ウ
ィ
ー
ン
で
出
版
さ
れ
た
ジ
キ
ス
ム
ン
ド
・
ヘ
ル
ベ

ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
著
書
『
モ
ス
ク
ワ
国
家
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
』
の
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
〕

図
で
は
、
オ
ビ
河
の
東
方
に
カ
ン
バ
ル
ッ
ク
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
問
題
は
、
何
故
イ
ギ
リ
ス
が
北
東
航
路
探
険
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
か

で
あ
る
。
（
な
お
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
経
済
事

情
＾
同
探
険
実
施
の
経
済
的
動
機
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。
）

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
従
来
は
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
対
外
進
出
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
〕

関
連
づ
け
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
イ
ベ
リ
ァ
諸
国
家

の
独
占
に
阻
ま
れ
て
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
、
喜
望
峰
経
由
で
東
洋
へ
到
達
し
得

な
か
っ
た
状
況
が
、
北
東
航
路
探
険
の
実
施
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
北
東
航
路
探

険
を
最
終
的
に
実
施
に
踏
み
切
ら
せ
た
最
大
の
要
因
と
し
て
、
再
ぴ
同
時

代
人
の
地
理
観
念
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
当
時
に
お
い

て
も
一
般
的
に
は
同
探
険
成
功
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
も
の
と
見
な
さ

れ
て
い
た
。
ニ
ハ
世
紀
前
半
に
刊
行
さ
れ
た
目
ハ
ン
・
ル
イ
シ
ュ
や
オ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〕

ン
ス
・
フ
ィ
ネ
の
世
界
地
図
に
そ
の
一
端
が
窺
え
る
通
り
、
「
北
極
地
方

に
は
氷
海
が
存
在
す
る
上
」
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ァ
半
島
そ
の
他
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
陸
地
が
北
緯
九
〇
度
に
達
す
る
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
」
と
考
え
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
伝
統
的
見
解
に
挑
戦
し
、
北
東
航
路
探
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

を
理
論
面
で
支
持
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
北
方
派
」
の
地
理
学
者
ー

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
カ
ボ
ッ
ト
、
リ
チ
一
ヤ
ー
ド
・
ハ
ク
ル
ー
ト
、
リ
チ
ャ

ー
ド
・
イ
ー
デ
ン
・
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ダ
ム
ズ
お
よ
ぴ
デ
ィ
ー
等
か
ら
成

る
ー
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
「
責
任
の
あ
る
為
政
者
と
凝
り
深
い
投
機
家
は
、
単
な
る
発

見
の
見
込
み
だ
け
で
は
長
く
危
険
な
航
海
を
敢
え
て
実
施
し
な
か
っ
た
」
、

「
（
発
見
航
海
の
実
施
に
際
し
て
は
）
公
認
さ
れ
た
地
理
学
の
知
識
・
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
〕

を
土
台
に
、
計
画
が
審
議
・
検
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
探
険

史
の
権
威
J
・
H
・
バ
リ
ー
の
指
摘
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
の
指
摘
通
り
、

北
東
航
路
探
険
は
北
方
派
の
地
理
学
者
の
綿
密
な
協
議
を
踏
ま
え
て
実
施

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
ら
地
理
学
者
が
注
視
し
た
の
は
、
自
国

で
は
ロ
バ
ー
ト
・
ソ
ー
ン
、
他
国
で
は
バ
ウ
ル
ス
・
目
ヴ
ィ
ウ
ス
お
よ
ぴ

406



●

ム　
刀
㌧　
ぐ

~~, 
~ .. 
~H:4 _ 

~;~;~~ 

オ
　
　
ヒ

タ
ズ
河プ

ル
河

9“
ナ
ド
ゥ
イ

　
　
　
ム
河

　
　
　
　
　
　
　
σ
　
ヤ
マ
ル
半
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
〃
ラ
　
オ
ビ
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
∴
，
一
介

　
　
　
図
海
　
カ
ラ
河
、
、
ク
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
脈

　
　
　
地
　
カ
一
ゴ
ー
ル
海
焔
　
〃
河

　
　
　
岸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
　
　
ゼ
ウ

　
　
　
沿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
峡
　
　
ト

　
　
　
溝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
河

　
　
　
極
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
北
ゼ
ム
リ
ヤ
鷺
　
　
　
　
ペ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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コ
ル
グ
ェ
フ
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河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ニ

ト
　
　
　
　
海
　
　
　
　
　
ゼ
生
ガ
河

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

一
　
　
　
ン
　
カ
ニ
ン
岬
　
　
　
ピ
ネ

ノ
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
海
ク
ロ
㌶
　
拓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ル
モ
ゴ
リ
ド
マ

究
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
ア
ル
ハ
ン

研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
白
　
　
ゲ
リ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
｝

”（

上
記
ヘ
ル
ペ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
連
の
著
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
、
ソ
ー

ン
の
所
説
と
そ
の
北
東
航
路
探
険
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
比
較
的
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旭
）

く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
反
復
せ
ず
、
後
二
者
に
隈
定
し
て
述
ぺ
て
み
る
。

　
ま
ず
ヨ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
著
書
に
関
し
て
、
こ
れ
は
一
五
二
五
年
ロ
ー
マ
に

滞
在
し
て
い
た
ロ
シ
ァ
使
節
ド
ミ
ト
リ
i
・
ゲ
ラ
シ
モ
フ
か
ら
得
た
情
報

を
素
材
と
し
て
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
書
か
れ
た
専
門
書
で
あ
る
。
同
書
で
は
、

北
極
海
を
通
る
水
路
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
か
ら
カ
タ
イ
ヘ
到
達
可
能
と

す
る
ゲ
ラ
シ
モ
フ
の
大
胆
な
思
想
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
北
方
派
の
地
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
咀
〕

学
者
の
注
目
を
大
い
に
集
め
得
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

　
同
様
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
大
陸
各
地
で
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
更
新
し
て

い
た
ヘ
ル
ベ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
モ
ス
ク
ワ
国
家
の
覚
え
書
き
』
と
り
わ

け
回
シ
ァ
人
の
北
極
海
航
海
に
関
す
る
記
事
に
も
、
強
い
関
心
が
払
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
一
五
世
紀
末
か
ら
＝
ハ
世
紀

初
頭
に
か
け
て
ロ
シ
ァ
使
節
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
イ
ス
ト
マ
、
ヴ
ァ
シ
リ
ー
．

ウ
ラ
シ
ニ
フ
お
よ
ぴ
ゲ
ラ
シ
モ
フ
等
は
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ァ
半
島
を

迂
回
し
て
海
路
白
海
沿
岸
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
ヘ
赴
い
て
い

　
　
　
　
　
　
（
咄
〕

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
北
方
派
の
地
理
学
者
は
、
「
ア
ジ
ァ
大
陸
は
そ
れ
ほ
ど
北
方

へ
傾
斜
し
て
お
ら
ず
、
北
緯
七
〇
度
な
い
し
八
O
度
の
間
に
航
海
可
能
な

海
を
見
出
し
得
る
」
と
の
希
望
的
観
測
に
基
づ
い
て
、
「
東
回
り
で
の
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛆
）

タ
イ
ヘ
の
航
海
は
疑
い
な
く
極
め
て
容
易
か
つ
短
距
離
で
あ
る
」
と
い
う

結
論
に
至
っ
た
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ァ
半
島
の

迂
回
後
、
北
極
海
沿
岸
沿
い
に
東
進
す
れ
ば
タ
ビ
ン
岬
－
ユ
ー
ラ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

犬
陸
の
北
端
に
突
出
し
て
い
る
と
想
像
さ
れ
た
岬
－
へ
達
し
、
さ
ら
に
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同
地
を
境
目
と
し
て
南
東
へ
傾
斜
し
て
い
る
陸
地
沿
い
に
進
め
ぱ
遂
に
は

カ
タ
イ
ヘ
到
達
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
「
偉
業
は
達
成
さ
れ
、
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
〕

報
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
す
る
」
と
結
論
づ
け
た
北
方
派
の
地
理

学
者
の
答
申
を
受
け
て
、
モ
ス
ク
ワ
会
社
の
前
身
組
合
は
北
東
航
踏
探
険

の
実
施
を
最
終
決
定
し
た
。

　
2
、
鋤
向

　
　
a
、
第
一
次
探
険
（
一
五
五
三
－
四
年
）

　
ヒ
ュ
ー
・
ウ
ィ
回
ビ
ー
の
指
揮
下
に
実
施
さ
れ
た
第
一
次
探
険
は
、
テ

ユ
ー
ダ
ー
朝
三
度
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
北
東
航
路
探
険
の
中
で
最
も

広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
詳
し
く
紹
介
す
る
必
要
は
な
い
。
一
五
五

三
年
五
月
テ
ム
ズ
河
畔
ラ
ド
ク
リ
フ
を
出
発
し
た
三
隻
の
船
団
は
、
八
月

初
め
ノ
ル
ゥ
ェ
i
沖
で
暴
風
雨
に
遭
遇
し
て
離
散
、
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
は
バ
レ

ン
ツ
海
を
東
進
後
、
反
転
し
て
ラ
ヅ
プ
ラ
ン
ド
沿
岸
で
冬
営
、
後
日
凍
死
、

チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
を
迂
回
後
、
白
海
経
由
で

北
部
ロ
シ
ァ
の
ド
ヴ
ィ
ナ
河
口
へ
到
着
し
た
と
い
う
の
が
そ
の
概
要
で
あ

（
”
〕

る
。
　
間
題
は
、
同
時
代
人
が
こ
の
探
険
緒
果
を
い
か
に
認
識
し
た
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

従
来
、
第
一
次
探
険
は
「
全
く
の
不
成
功
に
終
っ
た
」
と
し
て
、
そ
の
否

定
的
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
時
代
人
．
が
こ
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
と
結
論
づ
け
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
実
際
、
彼
ら
は
第
一

次
探
険
の
有
す
る
肯
定
的
側
面
に
大
い
に
注
目
し
た
の
で
あ
づ
た
。
例
え

ぱ
、
同
探
険
の
願
末
を
伝
聞
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
地
理
挙
者
ジ
目
ン
・

バ
プ
テ
ィ
ス
タ
ニ
フ
ム
シ
ウ
ス
は
、
「
カ
タ
イ
ヘ
の
航
海
が
継
続
さ
れ
る

な
ら
ば
（
中
略
）
我
々
の
住
む
こ
の
世
界
に
驚
く
べ
き
変
化
・
変
革
が
も

　
　
　
　
（
皿
〕

た
ら
さ
れ
得
る
L
と
述
ぺ
て
、
そ
の
将
来
性
を
有
望
視
し
た
訳
で
あ
り
、

ま
た
オ
ラ
ン
ダ
の
高
名
な
地
理
挙
者
ゲ
ル
ハ
ル
ド
ゥ
ス
・
メ
ル
カ
ト
ル
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
）

後
目
「
（
北
東
航
路
探
険
は
）
幸
先
良
く
開
始
さ
れ
た
」
と
述
懐
し
た
。

何
れ
も
伝
統
的
見
解
の
打
破
－
北
極
海
は
氷
海
で
は
な
く
航
海
で
き
る

こ
と
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ァ
半
島
は
余
り
北
方
へ
広
が
っ
て
お
ら
ず
迂

回
で
き
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
－
を
受
け
て
の
指
摘
で
あ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
前
身
組
合
も
こ
の
探
険
結
果
に
満
足
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
例
え
ぱ
、
カ
ボ
ヅ
ト
は
、
北
東
航
路
探
険
の
「
前
途
有
望
さ
を
看

　
（
盟
）

取
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
白
海
経
由
に
よ
る
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
の

ロ
シ
ア
訪
問
も
、
同
探
険
を
継
続
さ
せ
る
上
で
好
材
料
と
な
っ
た
。
英
露

外
交
関
係
の
樹
立
に
伴
い
、
カ
タ
イ
ヘ
の
仲
継
基
地
と
し
て
ロ
シ
ァ
を
利

用
す
る
構
想
が
、
現
実
性
を
帯
ぴ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
五
五
五

年
再
度
ロ
シ
ァ
ヘ
派
遣
さ
れ
た
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
一
行
に
与
え
ら
れ
た
指
示

の
中
に
も
、
「
全
知
全
能
を
傾
け
て
陸
路
・
海
路
ロ
シ
ア
か
ら
カ
タ
イ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

至
る
経
路
を
学
ぴ
取
る
こ
と
」
と
い
う
一
条
項
が
見
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
構
想
は
一
体
い
つ
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
従
来
多
く
の
歴
史
家
は
、
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
が
「
偶
然
に

（
盟
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

も
」
白
海
経
由
で
ド
ヴ
ィ
ナ
河
口
へ
漂
着
し
た
も
の
と
考
え
て
き
た
。
し

か
し
、
筆
者
に
は
大
き
な
凝
問
が
残
る
。
総
勢
一
一
〇
余
名
に
も
上
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

全
参
加
者
の
中
で
、
「
唯
一
人
こ
の
事
業
の
推
進
に
大
望
を
抱
い
て
い
た
」

と
当
時
称
さ
れ
た
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
の
地
理
に

関
す
る
予
備
知
識
も
持
た
ず
に
第
一
次
探
険
に
出
発
し
た
と
は
想
像
し
難

い
か
ら
で
あ
る
。
当
然
彼
は
北
方
派
の
地
理
学
者
を
介
し
て
、
ス
カ
ン
デ

ィ
ナ
ヴ
ィ
ァ
半
島
を
迂
回
す
れ
ぱ
北
部
ロ
シ
ァ
ヘ
到
達
可
能
で
あ
る
こ
と
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を
予
知
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
チ

十
ン
セ
ラ
ー
の
ロ
シ
ァ
訪
問
は
予
定
の
行
動
で
あ
り
、
前
身
組
合
は
北
東

航
路
探
険
の
準
備
段
階
で
既
に
カ
タ
イ
ヘ
の
仲
継
基
地
と
し
て
ロ
シ
ァ
を

利
用
す
る
構
想
を
考
案
し
て
い
た
と
い
う
仮
説
を
提
唱
し
た
い
。

　
　
b
、
第
二
次
探
険
（
一
五
五
六
年
）

　
一
五
五
五
年
二
月
正
式
に
発
足
し
た
モ
ス
ク
ワ
会
社
は
、
英
露
両
国
政

府
か
ら
貿
易
特
許
状
を
獲
得
し
て
ロ
シ
ア
貿
易
実
施
の
法
的
基
盤
を
整
え

る
と
、
直
ち
に
第
二
次
探
険
に
着
手
し
た
。
同
探
険
の
指
揮
官
を
務
め
た

の
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
バ
ラ
で
あ
り
、
弟
ウ
ィ
リ
ァ
ム
を
含
め
て
九
名
の

者
が
彼
に
同
行
し
た
。
一
五
五
六
年
四
月
二
三
日
彼
ら
の
乗
船
す
る
縦
帆

艇
サ
ー
チ
ス
リ
フ
ト
号
は
ラ
ド
ク
リ
フ
を
出
発
、
遅
く
と
も
七
月
八
日
ま

で
に
は
白
海
を
横
断
し
た
後
、
カ
ニ
ン
岬
（
七
月
八
日
）
、
コ
ル
グ
ェ
フ
島

（
同
月
一
四
日
）
、
ペ
チ
目
ラ
河
口
（
同
月
一
五
日
）
、
ノ
ブ
ァ
ヤ
．
ゼ
ム

リ
ヤ
諸
島
（
同
月
二
五
日
）
、
ヴ
ァ
イ
ガ
チ
島
（
同
旦
一
二
日
）
を
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肝
〕

し
つ
つ
、
後
日
「
バ
ラ
海
峡
」
と
も
呼
ぱ
れ
た
カ
ラ
海
峡
を
通
過
し
て
カ

ラ
海
の
入
り
口
へ
到
達
し
た
。
し
か
し
、
同
地
の
厳
し
い
自
然
環
境
－

氷
山
、
濃
霧
、
逆
風
等
－
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
て
、
サ
ー
チ
ス
リ
フ
ト
号

の
カ
ラ
海
進
入
は
困
難
を
極
め
た
。
八
月
二
二
日
バ
ラ
は
遂
に
東
進
を
断

念
、
ホ
ル
モ
ゴ
リ
で
冬
営
後
、
翌
春
イ
ギ
リ
ス
ヘ
帰
還
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
が
第
二
次
探
険
の
概
要
で
あ
る
が
、
同
時
代
人
は
こ
の
願
末
を
い

か
に
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
肯
定
的
側
面
に
つ
い
て
、
同
探
険
の
も
た
ら
し
た
最
犬
の
成
果
は
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
に
関
す
る
彼
ら
の
地
理
的
知
識
を
著
し
く
拡
大
さ

せ
た
点
に
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ヘ
ル
ペ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
著
書
等
を
通

じ
て
ペ
チ
目
ラ
河
、
オ
ピ
河
等
の
存
在
は
既
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
ノ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
〕

ア
ヤ
・
ゼ
ム
リ
ヤ
議
島
、
ヴ
ァ
イ
ガ
チ
島
、
カ
ラ
海
峡
等
の
「
発
見
」
を

伴
っ
た
第
二
次
探
険
の
結
果
、
初
め
て
北
極
海
沿
岸
地
域
の
輪
郭
が
か
な

り
正
確
に
把
握
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
期
地
理

学
・
地
図
学
の
発
展
に
対
し
て
第
二
次
探
険
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ス
ク
ワ
会
社
か
ら
見
れ
ぱ
、
同
探
険
は
完
全
な

失
敗
で
あ
っ
た
。
北
方
派
の
地
理
学
者
の
予
想
に
反
し
て
、
カ
ラ
海
を
越

え
て
東
進
す
る
こ
と
が
適
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
後
一
五
八
○
年

の
第
三
次
探
険
実
施
に
至
る
ま
で
の
二
四
年
間
、
北
東
航
路
探
険
は
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
探
険
史
家
ボ
イ
ス
．
ペ
ン
回
ー
ズ
の

よ
う
に
、
こ
の
間
モ
ス
ク
ワ
会
社
は
同
探
険
に
対
し
て
「
熱
意
を
喪
失
し

　
　
（
靱
）

て
い
た
」
と
見
な
す
ぺ
き
で
な
い
。
例
え
ば
、
一
五
六
六
年
「
神
の
恩
寵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
削
）

に
よ
っ
て
カ
タ
イ
の
発
見
を
希
望
す
る
」
と
自
ら
表
明
し
て
い
る
通
り
、

同
社
は
北
東
航
路
探
険
に
関
心
を
保
ち
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
述
ぺ
れ
ぱ
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
は
一
五
五
九
年
以
後
、
北
方

派
の
地
理
学
者
が
中
世
ア
ラ
ピ
ァ
の
地
理
学
者
イ
ス
マ
イ
ル
．
ア
ブ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
〕

晶
ダ
の
所
説
の
検
討
を
お
こ
な
い
、
同
探
険
の
最
終
的
な
成
功
を
再
確
認

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
他
方
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
も
モ
ス
ク
ワ
会
社
の
商
館
員
が
、
北
東
航
路

探
険
に
有
益
と
目
さ
れ
る
情
報
収
集
に
奔
走
し
た
。
例
え
ぱ
、
第
一
次
探

険
、
第
二
次
探
険
の
双
方
に
参
加
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
冨
ン
ソ
ン
は
、

「
ホ
ル
モ
ゴ
リ
か
ら
東
方
へ
三
、
四
〇
日
間
進
め
ぱ
大
海
洋
を
発
見
で
き

（
盟
）る
」
と
い
う
ロ
シ
ア
人
の
噂
の
真
相
を
確
め
る
た
め
に
、
一
五
六
〇
年
頃

自
ら
探
険
旅
行
へ
出
か
け
た
ら
し
い
。
あ
る
い
は
、
対
ロ
シ
ァ
外
交
の
場
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で
活
躍
し
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ソ
ン
も
、
一
五
六
二
年
『
東
国

の
未
知
の
（
秋
々
と
種
々
の
一
一
．
一
口
語
と
に
関
す
る
話
』
と
い
う
同
国
の
文
猷
を

英
訳
し
た
り
、
北
東
航
路
の
有
利
性
を
説
く
た
め
の
証
拠
固
め
に
尽
カ
し

（
舶
）
た
。
さ
ら
に
は
、
ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
ホ
ー
ム
ズ
な
る
商
館
員
も
、
ペ
ル
ミ
在

住
の
回
シ
ァ
商
人
を
介
し
て
、
オ
ビ
河
以
東
の
民
族
は
「
タ
タ
ー
ル
の
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮎
）

仰
を
牽
じ
、
大
汗
（
カ
タ
イ
皇
帝
）
に
貢
納
し
て
い
る
」
と
の
構
報
を
入

手
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
中
断
期
に
お
け
る
他
方
面
か
ら
の
カ
タ
イ
進
出
事
業

を
一
瞥
す
れ
ぱ
、
一
五
五
八
年
か
ら
翌
五
九
年
に
か
け
て
、
ジ
ェ
ン
キ
ン

ソ
ン
が
陸
路
ロ
シ
ァ
、
中
央
ア
ジ
ァ
を
中
継
し
て
同
国
へ
の
到
達
を
企
て

た
。
ま
た
、
一
五
七
〇
年
代
後
半
に
は
ア
メ
リ
カ
犬
陸
北
辺
を
迂
回
し
て

カ
タ
イ
ヘ
の
進
出
を
め
ざ
す
機
運
が
高
ま
り
、
一
五
七
六
、
七
七
、
七
八

年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
マ
ー
テ
ィ
ン
・
フ
回
ビ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
北
西
航

路
探
険
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
何
れ
の
事
業
も
最
終
的
に
は
失

敗
に
終
り
、
こ
こ
に
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
最
後
の
北
東
航
路
探
険
が
実
施
さ
れ

る
に
至
っ
た
。

　
　
C
、
第
三
次
探
険
（
一
五
八
○
年
）

　
第
三
次
探
険
の
実
施
に
当
っ
て
、
モ
ス
ク
ワ
会
社
首
脳
お
よ
ぴ
北
方
派

の
地
理
学
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
助
言
・
忠
告
を
お
こ
な
い
、
そ
の

成
功
を
念
願
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
大
き
な
期
待
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
探
険
は
完
全
な
失
敗
に
終
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
五
八

○
年
五
月
三
一
日
ア
ー
サ
ー
・
ペ
ヅ
ト
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ャ
ヅ
ク
マ
ン

の
指
撞
下
に
ハ
リ
ヅ
ジ
を
出
発
し
た
二
隻
の
バ
ー
ク
船
ジ
目
ー
ジ
号
（
四

〇
ト
ン
、
ペ
ヅ
ト
以
下
全
一
二
名
乗
船
）
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
号
（
二
〇
ト
ン
、

ジ
ャ
ッ
ク
マ
ン
以
下
全
七
名
乗
船
）
は
、
七
月
二
二
日
ユ
ゴ
ー
ル
海
峡
を

通
過
し
て
カ
ラ
海
へ
進
入
し
た
も
の
の
、
同
地
で
「
囚
人
の
如
く
長
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

に
わ
た
っ
て
監
禁
さ
れ
て
」
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
次
探
険
の
挫
折
は
、
そ
の
ま
ま
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
の
北
東
航
路
探
険

の
挫
折
で
も
あ
っ
た
。
以
後
こ
の
結
末
に
失
望
し
た
モ
ス
ク
ワ
会
社
は
、

ニ
ハ
世
紀
の
残
余
期
間
を
通
じ
て
再
ぴ
同
探
険
に
着
手
し
な
か
っ
た
。

（
な
お
、
一
七
世
紀
以
後
の
北
東
航
路
探
険
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
別
の

機
会
に
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。
）

　
3
、
歴
史
的
意
義

　
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
の
北
東
航
路
探
険
は
最
終
的
に
失
敗
に
終
っ
た
も
の
の
、

幾
つ
か
の
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
有
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
第
一
の
意
義
は
、
ル
ネ
ヅ
サ
ン
ス
期
地
理
学
・
地
図
学
の
発
展
に

対
す
る
貢
献
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
北
東
航
路
探
険
と
り
わ
け
第
二

次
探
険
の
緒
果
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ァ
半
島
か
ら
力
一
フ
海
峡
に
至
る
北

極
海
沿
岸
地
域
の
輸
郭
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

探
険
に
参
加
し
た
バ
ラ
や
ジ
目
ン
ソ
ン
の
報
告
を
通
じ
て
、
同
地
域
に
住

む
原
住
民
サ
モ
イ
ェ
ー
ド
族
の
生
活
実
態
な
か
ん
ず
く
彼
ら
の
土
着
信
仰

が
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
ヘ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
北
東
航
路
探
険
の
意
義
は
、
知
的
面
で
の
貢
献
に
留
ま
ら
な

い
。
西
部
シ
ペ
リ
ァ
に
関
す
る
地
理
的
知
識
の
拡
大
に
伴
い
、
モ
ス
ク
ワ

会
社
は
毛
皮
資
源
の
宝
庫
た
る
同
地
域
へ
の
本
樒
的
な
進
出
を
企
て
る
に

　
　
　
　
　
（
肝
）

至
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
社
の
商
館
員
は
ク
ロ
テ
ン
等
の
高
価

な
毛
皮
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
ベ
チ
目
、
ラ
河
口
そ
の
他
の
北
極
海
沿
岸
地
域

を
訪
れ
る
と
共
に
、
一
五
八
O
年
代
初
頭
に
は
既
に
オ
ビ
河
口
に
ま
で
到
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一
●

（129）研究ノー

　
　
　
　
　
　
（
盟
〕

達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
一
五
八
四
年
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
マ
ー
シ
ュ
な

る
商
館
長
が
、
オ
ビ
河
流
域
で
「
総
額
一
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
も
の
ク
ロ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
的
）

ン
そ
の
他
の
す
ぱ
ら
し
い
毛
皮
」
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

る
。　
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ベ
リ
ア
進
出
は
、
一
七
世
紀
以
後
も
「
大
動
乱

期
」
（
一
六
〇
四
－
二
二
年
）
を
中
心
に
拡
大
し
て
い
く
訳
で
あ
る
が
、

本
稿
の
考
察
範
囲
を
越
え
る
た
め
、
以
上
の
指
摘
に
留
め
た
い
。

一
一
一
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
三
度
に
わ
た
う
て
実
施
さ
れ
た
北
東
航
路
探

険
に
関
し
て
、
同
時
代
人
の
地
理
観
念
を
議
論
し
た
上
で
再
評
個
を
試
み

た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
第
一
次
探
険
に
つ
い
て
い
え
ば
当
時
決
し
て
失

敗
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
点
、
第
二
次
探
険
に
つ
い
て
い
え
ぱ
ユ

ー
ラ
シ
ァ
大
陸
北
部
に
関
す
る
地
理
的
知
識
を
拡
大
さ
せ
た
点
を
強
調
し

て
み
た
。
さ
ら
に
、
北
東
航
路
探
険
の
有
す
る
歴
史
的
意
義
と
し
て
、
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
期
地
理
学
・
地
図
学
の
発
展
に
対
す
る
貢
献
と
共
に
、
イ
ギ

リ
ス
の
シ
ベ
リ
ァ
遼
出
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
を
も
指
摘
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
は
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
進
出
の
開
始
期
に
も
当

り
、
一
五
八
O
年
代
以
後
同
地
域
を
め
ぐ
っ
て
、
英
露
両
国
の
利
害
が
鋭

く
対
立
す
る
に
至
ワ
た
。
今
後
は
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ベ
リ
ァ
進
出
に
関
し
て
、

ロ
シ
ァ
側
の
対
応
を
踏
ま
え
た
上
で
考
察
し
て
み
た
い
。

　
（
1
）
　
肉
．
戸
＞
目
守
o
幸
9
箏
ミ
♪
ミ
ミ
ミ
軋
ミ
§
軋
9
ミ
冊
§
§
、
ミ
ミ
ー

　
　
ミ
§
雨
向
ミ
雨
ミ
ミ
雀
§
軋
§
雨
o
§
鶉
泳
呉
§
“
㎏
、
ミ
ζ
向
ミ
一
叫
ミ
一

　
　
ミ
き
ー
、
8
P
O
串
昌
σ
ユ
品
O
C
‘
勺
’
H
畠
ナ
？
婁
‘

（
2
）
　
管
見
す
る
隈
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
最
も
優
れ
た
論
考
は
、
角

　
山
栄
「
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
北
廻
り
航
路
探
険
。
と
毛

　
織
物
工
業
」
『
社
会
経
済
史
学
』
第
一
八
巻
第
四
号
、
一
九
五
二
年

　
で
あ
る
。

（
3
）
　
マ
ル
コ
・
ポ
ー
口
、
愛
宕
松
男
訳
『
菓
方
見
聞
録
1
』
平
凡
社
、

　
一
九
七
〇
－
一
年
、
二
四
二
－
三
ぺ
ー
ジ
。

（
4
）
　
同
書
2
、
五
九
、
六
五
ぺ
ー
ジ
。

（
5
）
昏
〇
一
量
邑
葭
芽
一
ξ
F
H
㎞
軸
、
ミ
§
曹
ミ
ミ
§
雷
き
§
一
ミ
ー

　
棄
雰
§
、
b
｝
ξ
§
ミ
雲
へ
§
雨
向
泰
ぎ
“
≧
ミ
札
§
一
■
昌
ま
p

　
H
8
N
一
さ
一
．
“
甲
N
じ
・
な
お
、
実
際
の
緯
度
は
カ
ン
バ
ル
ッ
ク
北

　
緯
四
〇
度
、
キ
ン
サ
イ
北
緯
三
〇
度
で
あ
る
。

（
6
）
ω
酋
彗
冒
旦
く
昌
豪
ま
尋
き
一
き
§
ミ
§
弟
妻
貴

　
■
o
邑
o
？
畠
串
一
き
「
“
勺
．
－
ミ
ー

（
7
）
　
H
I
o
o
l
峯
邑
彗
一
『
ぎ
向
ミ
貸
ミ
易
、
o
ミ
県
§
雨
弟
姜
蜆
ざ
9
苧

　
盲
ミ
一
ξ
a
－
§
8
一
峯
彗
o
ざ
津
胃
弓
勺
’
－
o
餉
p
勺
」
．

（
8
）
　
織
田
武
雄
『
地
図
の
歴
史
』
講
談
社
、
一
九
七
三
年
、
二
九
七

　
ぺ
ー
ジ
。

（
9
）
宛
．
曽
菱
ξ
1
o
や
o
戸
く
〇
一
」
；
．
さ
二

（
1
0
）
　
昂
o
雲
黒
具
畠
P
ミ
§
良
s
這
b
｛
薯
o
§
ミ
ぎ
§
雨
ぎ
§
亨

　
窒
§
♪
ミ
§
1
－
§
p
匡
胃
く
p
邑
ζ
－
巾
’
s
3
一
勺
1
－
ミ
’
　
　
　
■

（
1
1
）
　
ω
・
声
霊
冒
～
、
、
峯
冨
8
く
彗
p
艘
o
■
轟
＝
島
む
・
箪
軍

　
串
Z
O
『
匡
－
o
顯
餉
叶
o
『
■
　
吊
鶉
閉
顯
o
q
o
　
片
o
　
O
葭
叶
巨
閏
｝
　
（
H
餉
血
ω
l
H
㎞
o
o
阜
）
一
、
．
　
』
ミ
邊

　
9
§
｛
§
ト
§
§
｝
§
二
〇
昌
．
ω
一
5
o
o
“
o
－
い
ー

（
1
2
）
　
増
田
義
郎
『
大
航
海
時
代
』
講
談
社
、
一
九
八
四
年
、
一
九
四
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－
五
ぺ
i
ジ
。

（
u
）
　
＝
’
コ
．
E
豊
胃
o
自
『
o
戻
宝
芦
、
o
α
o
■
＝
o
竃
目
』
芭
墨
匡
＝
二
員
o
ω
匝
．

　
焉
婁
〔
戻
婁
彗
勺
良
£
富
呂
宍
睾
『
o
竃
…
≡
竃
姜
（
コ
k
鳥
．

罵
〔
冒
胃
「
i
胃
名
冨
葦
↓
量
匡
）
一
、
。
ξ
ミ
§
§
邑
§
s
ミ
o
、

　
ミ
s
s
§
“
ミ
§
o
§
ミ
“
§
§
邑
×
下
－
×
－
×
§
§
メ
峯
o
員
．

　
団
p
H
o
α
少
〇
一
ω
〇
一

（
1
4
）
　
「
ヘ
ル
ペ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
著
書
が
一
五
四
九
年
に
出
版
さ
れ

　
た
時
、
い
か
な
る
イ
ギ
リ
ス
人
も
そ
れ
に
注
目
し
な
か
っ
た
」
と
す

　
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
そ
の
他
の
欧
米
の
歴
史
家
の
見

　
解
は
、
根
本
的
な
見
直
し
を
必
要
と
す
る
。
北
東
航
路
探
険
の
企
画

　
に
当
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
ペ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
更
新
し
て
い
た

　
同
書
に
関
心
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
想
像
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　
少
な
く
と
も
、
カ
ボ
ヅ
ト
は
一
五
五
〇
年
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
出
版
さ

　
れ
た
そ
の
イ
タ
リ
ア
語
版
を
読
ん
で
い
た
筈
で
あ
る
。
－
｝
冨
目
、

　
○
窃
s
4
≦
－
8
タ
ミ
姜
s
ミ
㍉
司
§
賄
ざ
§
§
轟
寺
、
o
ミ
暗
s
占
凄
一

　
；
、
～
1
6
o
p
z
o
ミ
く
冒
〆
5
N
9
甲
8
．

（
帖
）
　
ω
．
チ
■
o
ま
胃
黒
①
亘
毛
・
〇
一
ε
き
一
・
♪
電
」
8
－
ご
ω
・
声

　
｝
胃
o
p
、
望
－
号
げ
巨
巨
巨
o
q
彗
o
ω
＄
申
因
ユ
自
o
日
ま
ω
川
津
o
昌
艘
．
o
竃
g
．

　
｛
射
冨
蜆
亘
．
．
巨
貝
ρ
ミ
彗
o
日
巨
（
＆
・
∀
曽
｝
ミ
㎞
ぎ
§
§
、
ミ

　
』
一
』
‘
N
｝
§
ぎ
一
〇
〇
巨
昌
一
〕
冨
一
ε
o
o
仰
や
－
H
㎞
．

（
1
6
）
　
声
匡
嘗
匡
目
｝
F
0
や
q
け
．
一
き
－
・
o
〇
一
勺
・
S
ナ
S
干

（
η
）
　
デ
ィ
ー
の
算
定
に
よ
れ
ぱ
、
毎
目
五
〇
マ
イ
ル
ず
つ
進
む
も
の

　
と
仮
定
し
て
、
三
六
目
間
で
「
容
易
に
」
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
半

　
島
の
ウ
ォ
ー
ド
ハ
ウ
ス
か
ら
タ
ピ
ン
岬
ま
で
達
し
得
る
の
で
あ
っ
た
。

　
－
H
匡
P
や
昌
ω
．

（
1
8
）
　
甲
崖
里
斥
ξ
烹
一
〇
や
o
岸
’
く
o
－
・
戸
勺
・
N
含
・

（
1
9
）
　
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
の
回
シ
ァ
訪
問
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
拙
稿

　
「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
の
北
東
航
路
探
険
と
ロ
シ
ァ
の

　
『
発
見
』
」
『
ロ
シ
ァ
史
研
究
』
第
四
〇
号
、
一
九
八
四
年
、
お
よ
ぴ

　
同
「
探
険
者
と
モ
ス
ク
ワ
会
社
l
R
・
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
と
ロ
シ
ァ

　
見
聞
録
－
」
『
北
陵
史
挙
』
第
三
四
号
、
一
九
八
五
年
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。

（
2
0
）
　
｝
弔
昌
昌
器
一
〇
〇
．
o
岸
－
一
〇
ー
ミ
～
・

（
2
1
）
　
戸
匡
里
匡
自
旨
一
〇
や
q
片
J
く
o
－
・
“
勺
・
ま
o
o
・

（
2
2
）
　
旨
巨
‘
甲
N
塞
．

（
2
3
）
　
印
匡
算
言
苫
一
〇
や
9
一
’
く
o
－
・
ポ
や
u
室
・

（
卿
）
　
冒
巳
’
甲
ω
8
．

（
π
）
　
；
轟
■
旨
ぎ
昌
斥
p
、
。
向
目
魁
彗
ρ
、
餉
勺
彗
庁
ぎ
匡
5
冒
m
8
き
ミ

　
o
｛
カ
冨
蜆
亘
、
．
9
§
o
ミ
o
完
§
“
§
一
く
o
－
．
①
一
H
竃
N
一
℃
．
昌
α
．

（
2
6
）
　
界
■
葭
巨
自
｝
戸
o
や
q
8
く
o
－
・
ガ
？
N
S
・

（
2
7
）
　
戸
曽
算
巨
旨
o
甲
o
ぎ
く
o
－
・
ぶ
や
N
宝
・

（
2
8
）
　
H
一
〕
巳
．
一
？
一
S
一
蟹
o
o
・

（
2
9
）
　
申
勺
竃
昌
器
一
〇
宇
o
岸
・
一
ラ
ー
ご
・

（
3
0
）
　
界
昌
曽
匡
冒
旨
一
〇
甲
q
け
・
一
く
o
－
・
“
勺
・
ひ
o
o
・

（
3
1
）
　
同
年
肖
版
さ
れ
た
ラ
ム
シ
ウ
ス
縄
『
航
海
記
．
旅
行
記
集
成
』

　
第
二
巻
に
お
い
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ァ
大
陸
北
辺
を
迂
回
し
て
ア
ジ
ア
か

　
ら
ロ
シ
ァ
ヘ
到
達
可
能
と
す
る
ア
プ
ル
フ
ェ
ダ
の
恩
想
が
、
初
め
て

　
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
ヘ
伝
え
ら
れ
た
。
1
ω
．
工
‘
｝
彗
O
P
巨
嘉
8
く
さ
？
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o
｛
一

（
3
2
）
　
甲
匝
津
盲
旨
毛
・
o
ぎ
き
一
・
“
o
・
o
o
・

（
3
3
）
　
三
上
正
利
「
ニ
ハ
ー
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路
ー
マ
ン

　
ガ
ゼ
ヤ
航
海
－
」
『
史
淵
』
第
一
〇
〇
輯
、
一
九
六
八
年
、
三
〇

　
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
3
4
）
　
ジ
ェ
ン
キ
ン
ソ
ン
の
挙
げ
た
証
拠
と
は
、
第
一
に
あ
る
タ
タ
ー

　
ル
人
の
漁
民
が
北
極
海
を
商
東
方
向
へ
航
海
し
た
経
験
を
持
っ
て
い

　
る
こ
と
、
第
二
に
カ
タ
イ
、
イ
ン
ド
に
の
み
生
息
す
る
ユ
ニ
コ
ー
ン

　
（
一
角
獣
）
の
角
が
北
極
海
沿
岸
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
、
第
三
に
北

　
極
海
で
は
絶
え
ず
西
方
へ
向
か
う
潮
流
が
存
在
す
る
こ
と
の
三
点
で

　
あ
っ
た
。
－
向
一
U
一
峯
o
轟
葭
昌
淳
ρ
■
一
〇
〇
〇
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の
中
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も
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冬
営
し
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民
と
の
交
易
に
努

　
め
る
こ
と
」
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い
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条
項
が
含
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る
。
ま
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ク
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植
民
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画
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彼
に
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ぱ
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ヴ
ァ
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ゼ
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リ
ヤ
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植
民
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失
業
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点
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れ
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織
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市
場
、
船
舶
資
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供
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地
に
発
展
し
樽
る
と
い
う
の
で
あ

　
っ
た
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